
　水槽試験、数値計算、海気象データベースを用いて作業船

の性能評価手法を構築します。

　浮体位置のモニタリングによる係留索の異常検知技術を開

発し、検査の省力化を目指します。

　試験体を試作、性能向上効果を確認し、実用化のための施工・

設計の基準化を目指します。

　浮体の特徴を明らかにするための指標を導入し、評価の枠

組みの構築を目指します。

作業船の性能評価に関する研究 検査の省力化手法の開発に関する研究

　最先端の船舶海洋工学・海洋開発のコア技術をもとに、洋上風力発電の未来を明るく照らし、カーボンニュートラル社会を実

現することをミッションとしています。また、海上技術安全研究所にて取り組んでいる取組の成果の取りまとめ・発信を行います。

洋上風力発電プロジェクトチーム

全球の風と波のデータベース（GLOBUS）

各種作業船に関する水槽模型試験
および数値計算

各種作業船の
安全性・
稼働性評価

評価法

海気象データ

CFRP による浮体構造の補修技術の開発
※ CFRP（Carbon Fiber Reinforced Plastics: 炭素繊維強化樹脂）

鋼管への接着補強

曲げ試験による性能評価

CFRP 補強鋼板

CFRP シート

さまざまな風向における、係留状態と浮体位置の関係

水槽試験 試験のレイアウト

浮体の製造における作業時間の内訳

１GWのウィンドファームを想定した作業時間の内訳

設
計

製
造

施
工

運
転
保
守

材料・素材に関する研究 ライフサイクル評価に関する研究


